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１．組織の概要 

 

事業所名         サオサス株式会社 

 

代表者名         代表取締役 和田 茂也 

 

所在地          〒８６９－１１１３ 

             熊本県菊池郡菊陽町花立三丁目１１番３号 

 

環境管理責任者      上島 和樹 

事務局担当者       酢田 利子 

 

連絡先          ＴＥＬ ０９６－３３９－３５１１ 

             ＦＡＸ ０９６－３３９－３５１２ 

             E-mail wada@saosas.jp  

 

事業内容         LED 照明、インターホンシステム、監視カメラ、ボタン電話システム、CATV、

携帯電話基地局、イオナイザー、LAN 構築、光ファイバー、宅配ボックス等 

             （企画・調査・設計・提案・施工） 

 

許可内容           許可番号    熊本県知事許可（特-2）   第 14802 号 

             許可の有効期限 令和 2 年 8 月 11 日から令和 7 年８月 10 日 

             建設業の種類  電気工事業、土木工事業、舗装工事業 

 

許可番号       熊本県知事許可（般－31）   第 14802 号 

                      許可の有効期限 平成 31 年 4 月 12 日から令和 6 年 4 月 11 日 

建設業の種類  電気通信工事業、消防施設工事業   

事業年度         ８月～翌年 7 月末 

事業規模         会社設立    平成１年４月２７日 

             社名変更    平成２９年８月１日 

資本金     ２，０００万円（令和 2 年 8 月 増資） 

                   単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売上高 万円 115,58 117,13 106,71 

従業員数 人 13 12 13 

事務所 

床面積 
㎡ 247 247 247 

資機材 

置場面積 
㎡ 89 89 89 
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技術者（資格・免許） 

第１種 電気工事士 高所作業車（10m 未満） 

第２種 電気工事士 高所作業車（無制限） 

１級 土木施工管理技士 第３級 陸上特殊無線技士 

測量士補 甲種 火薬類取扱保安責任者 

玉掛技能者 第２種 消防設備点検資格者 

第２級 CATV 技術者 防犯設備士 

工事担任者 デジタル１種 １級 電気工事施工管理技士 

工事担任者 アナログ２種 建設業経理事務士 ３級 

工事担任者 ＤＤ３種 監理技術者 

職長教育修了（安衛法第 60 条） 甲種第４類 消防設備士 

TBM-KY トレーナー 乙種第６類 消防設備士 

防火管理者 小型移動式クレーン 

第２種 酸素欠乏危険作業主任者 低圧電気取扱業務特別教育修了 
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２．認証・登録の対象範囲 

 

認証・登録の対象範囲       サオサス株式会社 全組織         

環境経営レポートの対象期間    令和 4 年 1 月１日から１２月３１日 

環境経営レポートの発行日     令和 5 年 3 月１５日 

 EA21 推進体制 

【最高責任者】 

代表取締役 

和田 茂也 

 

【環境委員会】 

全従業員 
 

【環境管理責任者】 

上島 和樹 
 

【事務局】 

酢田 利子 

 

事務所  工事部 

 

職名 役割 

最高責任者 【代表取締役 和田 茂也】 

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者 

 には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。 

②エコアクション 21 の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人員・ 

 設備・費用等を含む）を準備する。 

③環境経営方針を制定する。 

④エコアクション 21 の構築・運用に関する情報を収集し、システム 

全体の見直しを行い、必要な指示を行う。 

環境管理責任者 【上島 和樹 】 

① 環境経営方針に基づく環境経営目標の設定及び進捗管理 

②エコアクション 21 に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を 

 図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。 

③エコアクション 21 の構築と運用を円滑に行い、見直しのために構

築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

事務局 【酢田 利子】 

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション 21 に 

 関する実務全般を所管する。 

環境委員会 最高責任者・環境管理責任者・事務局・全従業員で構成し、環境経営

目標及び環境経営計画への積極的な参加と改善への意見提言をする。 
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３．環境経営方針 

[基本理念] 

サオサス株式会社では、「安心で快適な空間の創造」を発想の原点とし、時流に棹差し変化し続

けることを止めず、明日の暮らしを照らしていくため、限りある資源を有効に活用し、環境負荷

の低減を図り環境保全活動に社員一同取り組みます。 

[基本方針] 

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。 

１. 当社の事業（主に電気工事業並びに電気通信工事業）において、技術的・経済的な事情を考慮の上、

環境に与える影響を低減するとともに、循環型社会の実現に努めます。 

① 本社事務所、車両、建設機械装置の燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量削減に努めます。 

② 本社事務所、各現場において、産業廃棄物及び一般廃棄物（燃えるごみ）排出量削減に努めます。 

③ 節電、節水に努めます。 

④ 事務所用品等のグリーン購入の促進に努めます。 

⑤ 周辺道路清掃など、環境美化活動を通して環境への配慮に努めます。 

⑥ SDGｓへの取り組みをおこないます。 

6-1 すべての人に健康と福祉を  

社内排出のペットボトルキャップを関係機関へ寄付し、ワクチンを届けます。 

プルタブを集め、プルネットを通し車いすの寄付に貢献します。 

6-2 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

市場に向け LED 普及の提案・施工を行います。 

宅配ボックスの普及に貢献し、宅配業者の再配達を削減し Co2 削減に繋げます。 

6-3 気候変動に具体的な対策を 

排出ゴミを減らし再生可能資源をリサイクルします。 

 

２．環境活動の継続的改善を推進するにあたり、環境経営目標・環境経営計画を策定し取

組策定した経営目標・経営計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。 

３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。 

４．環境経営方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意

識向上を図ります。 

制 定 日    2019 年７月２２日 

                                               最終改定日  2020 年 6 月 9 日 

 

２０２３年３月１５日 

                                   サオサス株式会社 

                                   代表取締役 和田 茂也 
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４．環境経営目標 

環境経営方針を踏まえて、下記の 5 項目について環境経営目標を設定した。 

なお、削減目標は 2018 年度をベースに毎年１％の削減で設定した。 

環境目標 単位 
201９年度 

2023 年度 

(1 月～12 月) 

2024 年度 

(1 月～12 月) 

2025 年度 

(1 月～12 月) 

基準年度 目標 目標 目標 

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2  25,295 
23.387 

（4％） 

23.153 

(5％) 

22.921 

(6％) 

１ 

1-1 電力使用量の削減 kwh 6,947 
6.713 

（4％） 

6.645 

(5％) 

6,578 

(6％) 

1-2 ガソリン使用量の削減 L  8,077 
7.650 

（4％） 

7.573 

(5％) 

7,497 

(6％) 

1-3 軽油使用量の削減 L  1,138 
953 

（4％） 

943 

(5％) 

933 

(6％) 

1-4 灯油使用量の削減 L 147 
138 

（4％） 

136 

(5％) 

134 

(6％) 

２ 

一般廃棄物（燃えるごみ）の

削減 
kg  実績値なし 

実績値 

（4％） 

実績値 

(5％) 

実績値 

(6％) 

産業廃棄物の削減 t 1.06 1.01 1.00 0.99 

３ 水の使用量の削減 ｍ3 191 183 181 179 

４ グリーン購入の推進 ％ 52 72 77 82 

5 社会貢献活動に関する取組み 回 1 回 １回 １回 １回 

6 LED 工事件数 件 15 17 19 21 

7 宅配ボックス工事件数 件 ― 5 6 7 

 

※（ ）内の数値は、基準年度の実績に対する削減率を示す。 

※購入電力のCO2排出係数は、九州電力の平成３０年度の係数0.462㎏/kwhを用いた。 

※基準年度（2018 年）に計測中であった 2019 年実績値を追加したため、より精細な

2019 年度実績を基準年度として設定した。 

CO2 排出量＝（1-1）×0.462+（1-2）×0.0671×34.6+（1-3）×0.0687×38.2+

（1-4）×0.0679×36.7 
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５．環境経営計画 

改善取組事項 具体的取組内容 担当部門 

１
二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
の
削
減 

1-1 電力使用量の削減 

・空調温度管理の実施 

(冷房 28℃ 暖房 21℃) 

事務所 
・不要電力の消費を抑制する 

・退社時に、プリンターの電源を切る 

・不要照明の消灯 

1-2 ガソリン使用量の削減 

・エコ運転の実施 

全体 ・始動時の長時間アイドリングは止める 

・タイヤの空気圧をこまめに点検する 

1-3 軽油使用量の削減 

・エコ運転の実施 

工事部 

（現場） 

・始動時の長時間アイドリングは止める 

・タイヤの空気圧をこまめに点検する 

・作業車の不使用時電源オフ 

・作業車の効率的運転の工夫 

1-4 灯油使用量の削減 ・空調温度管理の実施(暖房 21℃) 事務所 

２ 

廃棄

物排

出量

の 

削減 

一般廃棄物 

（燃えるごみ）の削減 

・分別排出を徹底する 

・両面印刷、ミスコピーの再利用 
事務所 

産業廃棄物の削減 
・産業廃棄物の適正処理とリサイクルの促 

 進 

工事部 

（現場） 

３ 水の使用量の削減 ・節水に努める 事務所 

４ グリーン購入の推進 

・購入対象商品を把握する 

・従来品と購入対象商品との価格比較 

・購入品目の選定、促進 

事務所 

５ 社会貢献活動に関する取組み ・自主的な会社周辺等の清掃活動をする 全体 
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６．環境経営目標の実績- 

 

環境目標 単位 
2019 年度 

2022 年度 

(1 月～12 月) 達成率％ 

基準年度 目標 実績 

二酸化炭素総排出量の削減 
㎏

-CO2 
25,295 23,623 28,054 84.2％ 

１ 

1-1 電力使用量の削減 kwh  6,947 6,781 6,861 98.8％ 

1-2 ガソリン使用量の削減 L  8,077 7,727 10,255 75.3％ 

1-3 軽油使用量の削減 L  1,138 963 239 403.2％ 

1-4 灯油使用量の削減 L 147 140 180 77.8％ 

２ 

一般廃棄物（燃えるごみ）の削

減 
kg     －    196 195 100.5％ 

産業廃棄物の削減 t 1.06 1.02 1.48 69％ 

３ 水の使用量の削減 ｍ3 191 185 53 349％ 

４ グリーン品購入の推進 ％ 52 67 70 104％ 

５ 
社会貢献活動に関する 

取組み 
回 1 回 １回 １回 100％ 

 

※2022 年度の目標値は、2019 年度の同 1～12 月の実値の 3％減です。 

※一般廃棄物については、実績データ計測完了の為、今回より追記 

※購入電力の CO2 排出係数は、九州電力の平成３０年度の係数 0.462 ㎏/kwh を用いています。 

 

Co2 排出量＝（1-1）×0.462+（1-2）×0.0671×34.6+（1-3）×0.0687×38.2+（1-4）×0.0679×36.7 
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７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 

具体的取組内容 取組結果 

評価 

判

定 

是正・見直し等 

二酸化炭素総排出量の削減 

項目ごとにクリアできている項目もあるが 

全体では削減目標値に届かなかったので目標を 

達成できるように引き続き取り組む。 

× 継続して実施する 

空調温度管理の実施 

(冷房 28℃ 暖房 21℃) 

社内空調管理基準などを昨年度作成し取り組みを 

続けておこない昨年同様、空調管理をスムーズ 

におこなうことができた。 

○ 

継続して実施する 不要電力の消費を抑制する OA タップを導入し、こまめに電気を切れるようにした。 ○ 

退社時に、プリンターの電源を切る 
複合機を 15 分使用しないと節電モードに設定。 

使用者が使用後に節電モードにするよう心掛けた。 
〇 

不要照明の消灯 昼休時及び不使用時部屋の消灯を実施した。 〇 

エコドライブの実践 
不必要なアイドリング、急発進・急加速運転の 

禁止し啓蒙資料を各車両に配布した。 
〇 

継続して実施する タイヤ空気圧チェック 点検時、給油時のチェック実施 〇 

作業車の不使用時電源オフ 実施した。 〇 

作業車の効率的運転の工夫 実施した。 〇 

空調温度管理（暖房 21℃) 実施した。 〇 継続して実施する 

分別排出の徹底 実施した。 〇 

継続して実施する コピー用紙の両面使用、ミスコピーの 

再利用 

実施した。 
〇 

産業廃棄物の適正処理とリサイクルの

促進 

産業廃棄物の適正処理に努めた。 

社内排出のペットボトルを産廃業者に依頼し 

リサイク品として排出した。 

（SDGｓ 13.気候変動に具体的な対策を） 

〇 継続して実施する 

節水の周知徹底 

社用車洗車時に、バケツなどを上手く使い節水に努めた。 
〇 

継続して実施する 
朝礼等を通じて社員へ節水活動推進を周知した。 

〇 
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事務文具等グリーン購入の推進 可能商品は購入を実施した。 〇 継続して実施する 

清掃活動の実施 
担当者を決め、定期的に会社周辺等の清掃活動を実施し

た。 
〇 継続して実施する 

エコキャップ活動への取り組み 

JCV のエコキャップ活動に参加し社内排出の 

ペットボトルキャップを回収。合計 1650 個を再生プラ

スチック原料として提出した（昨年 1290 個） 

（SDGｓ 3.すべての人に健康と福祉を） 

〇 継続して実施する 

市場への LED 照明機器の普及活動 
計 6 施設の共用照明 LED 化を実施。 

（SDGｓ 7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに） 
〇 継続して実施する 

市場への宅配ボックス新設の普及活動 
計 16 施設の宅配ボックス新設工事を実施。 

（SDGｓ 7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに） 
〇 継続して実施する 

応接室の改修工事を実施 

応接室の改修工事を実施。パーテーションから造作壁に変

更したことによりエアコン使用の効率が上がり、電気量使

用の削減に効果があった。 

〇       - 
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次年度の取組内容（２０２3 年度） 

改善取組事項 具体的取組内容 
担当部門 

責任者 

１
二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
の
削
減 

1-1 電力使用量の削減 

・空調温度管理の実施 

(冷房 28℃ 暖房 21℃) 

事務所 

・不要電力の消費を抑制する 

・退社時に、プリンターの電源を切る 

・不要照明の消灯 

・蛍光灯照明の適時 LED 化 

1-2 ガソリン使用量の削減 

・エコ運転の実施本社（営業所） 

全体 ・始動時の長時間アイドリングは止める 

・タイヤの空気圧をこまめに点検する 

1-3 軽油使用量の削減 

・エコ運転の実施 

工事部 

（現場） 

・始動時の長時間アイドリングは止める 

・タイヤの空気圧をこまめに点検する 

・作業車の不使用時電源オフ 

・作業車の効率的運転の工夫 

1-4 灯油使用量の削減 ・空調温度管理の実施(暖房 21℃) 事務所 

２ 

一般廃棄物（燃えるごみ）の削減 
・分別排出を徹底する 

・リサイクル物の有効利用 
事務所 

産業廃棄物の削減 ・産業廃棄物の適正処理とリサイクルの促進 
工事部 

（現場） 

３ 水の使用量の削減 ・節水に努める 事務所 

４ グリーン購入の推進 
・エコマーク・グリーンマーク購入対象商品の

購入促進 
事務所 

５ 社会貢献活動に関する取組み ・自主的な会社周辺等の清掃活動をする 全体 

6 LED 交換の推進 
・省エネによる CO2 削減 

（目標件数：17 件） 
全体 

7 宅配ボックス設置の推進 
・再配達のロス軽減（CO2 削減） 

（目標件数：5 件） 
全体 
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果     

並びに違反、訴訟などの有無 

 

 

１．当社に適用となる主な環境関連法規 

 

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況 

廃棄物処理法 
委託契約書の締結 

マニュフェストの管理・保存 
遵法 

消防法 消防設備の設置及び定期的な点検 遵法 

騒音・振動規制法 騒音振動規制基準の遵守 
今期間中 

該当なし 

オフロード法 工事で使用する建設機械 
今期間中 

該当なし 

 

２．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 当事務所に適用される環境関連法規とその遵守状況をチェックした結果、違反はありま

せんでした。また、その他関係各機関等からの指導、違反等の指摘や隣接する事業所及

び近隣住民の方々からの苦情や訴訟もありませんでした。 
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９．代表者による全体の評価と見直しの結果 

作成 令和 5 年３月１５日 

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示 

今回、環境管理責任者を初めて変更しての取組みとなった。 

今後も人員のローテーションを通じ、エコアクションの概念を社内に根付かせて行

きたい。リングプルの寄付も今回は出来なかったが、収集は継続出来ているので、

次回のレポートに掲載出来るようにしたいと思う。 

 

弊社の事業内容からは、LED 照明と宅配ボックスの普及を通じ、社会に環境貢献

をしていくという目標を掲げているが、ＬＥＤ照明の普及だけで 26,232kg の

CO2 排出量を削減することが出来た。 

宅配ボックスでは 71 世帯を賄う数の宅配ボックスを設置することができた。社会

問題にもなっている運送業者の「再配達」、宅配ボックスの普及によって、この「再

配達」を少しでも減らし、併せてその再配達時に発生する分の CO2 排出量削減に

繋げていきたい。 

 

更なる環境貢献に向けて、引き続き社員一丸となって取り組んでいきたいと思う。 

 

令和 5 年３月１５日 

                      サオサス株式会社 

                      代表取締役 和田 茂也 

 

見直し項目 
変更の 

必要性 
「有」の場合の指示事項等 

１ 環境経営方針 有・○無  

２ 環境経営目標 有・○無  

３ 環境経営計画 有・○無  

４ 実施体制 ○有・無 
1 年ごとに環境管理責任者を交代

し環境に対する知識を高める。 

５ その他のシステム要素 有・○無  

６ その他（外部への対応） ○有・無 
ＳＮＳ、ポスター等で、環境活動

や社会貢献を周知させる。 
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資料 

環境活動及び安全活動の内容(写真) 

① 月 1 回清掃活動 

 

 

② トイレ LED 交換 
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資料 

リングプルについて 

 

資料 

環境活動取組の内容(エコキャップ受領書) 
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資料 

環境活動取組の内容(エコキャップ受領書)  
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資料 

環境活動取組の内容(LED 照明工事 実施データ) 

※リニューアル時にお客様へ提案した経済比較データより抜粋 
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再配達によって排出される CO2 は年間 42 万トンあり、東京ドーム約 170 杯分に相当 

36 億個×0.58 ㎞/個×25％×1ｔ×0.8 ㎏-ＣＯ2/ｔ・ｋｍ＝42 万ｔ-ＣＯ２ 

 

42 万ｔ-ＣＯ２ 

                   × 

１億 2614 万 6000（全人口）÷71（導入世帯数）×2.2（全国平均世帯人数） 

＝ 47ｔ-ＣＯ２の削減に貢献 

 

※計算式の出典は、国土交通省/総務省統計局/地球温暖化防止推進センター/東京ドームシティ公式ＨＰより 
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実施時期 実施場所 世帯数 

2022/9月 西区マンション 10戸 

2022/9月 中央区マンション 13戸 

2023/10月 中央区マンション 17戸 

2023/1月 中央区マンション 12戸 

2023/1月 中央区マンション 19戸 

  総世帯数 71 世帯 
 

  

 

 

    


